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動
を
始
め
、
物
産
販
売
協
力
事
業
等
数
々

の
故
郷
振
興
に
ご
尽
力
さ
れ
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

徳
之
島
は
今
年
数
回
の
大
型
台
風
被
害

に
み
ま
わ
れ
ま
し
た
が
復
興
に
向
け
取
組

始
め
て
い
る
所
で
す
。
…
以
下
省
略

フ
ラ
ワ
ー
運
動
の
取
組
に

つ
い
て
つ
い
て
の
発
言

（
フ
ラ
ワ
ー
運
動
取
組
司
会
：
田
川
理
事
）

■
雪
山
渥
美
氏（｢

夢｣

振
フ
ラ
ワ
ー
委
員

長
）

　

①
花
い
っ
ぱ
い
運
動
取
組
平
成
15
年
1

月
ス
タ
ー
ト
、
平
成
19
年
迄
に
徳
之
島
の

小･

中･

高
全
校（
34
校
）
の
入
学
記
念
植

樹
へ
展
開
。

　

②
植
樹
場
所:

生
徒
は
学
校
周
辺
及
び

通
学
路
、｢

夢｣

振
会
員
は
徳
之
島
町
総

合
運
動
公
園
、
伊
仙
町
義
名
山
公
園
、
徳

之
島
空
港
駐
車
場
の
緑
地
帯
他

　

③
種
類
：
悲
観
桜
、
つ
つ
じ
、
ハ
イ
ビ

ス
カ
ス
、永
良
部
百
合
の
花
、チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
等
。

■
村
岡
清
男
氏（｢

夢｣

振
理
事
）

　

①
花
よ
り
草
の
方
が
元
気
に
生
え
て
い

る
状
況
に
心
を
痛
め
て
い
る（
育
成
管
理
）。

　

②
行
政
が
力
を
貸
し
て
頂
い
て
植
樹
場

所
の
確
保（
い
ち
い
ち
県
の
許
可
取
ら
な

く
て
）。

　

右
記
２
点
問
題
提
起
し
て
、
各
区
長
さ

ん
か
ら
対
策
を
提
言
頂
け
た
ら
有
難
い
。

■
田
川
忠
良
氏（｢

夢｣

理
事
）

　

①
花
も
生
き
物
管
理
し
な
け
れ
ば
枯
れ

る
。

　

②
先
の
台
風
で
空
港
の｢

夢｣

振
花
壇

の
コ
ン
テ
ナ（
ラ
ッ
ク
）
全
て
相
当
流
さ

れ
た
。
自
然
災
害
も
有
る
。

■
宝
野
秀
嗣
氏（
徳
之
島
町
区
長
）

　

①
平
成
13
年
２
～
３
人
で｢

触
れ
あ
い

会｣

で
花
作
り
ス
タ
ー
ト
現
在
メ
ン
バ
ー

50
人（
元
気
に
動
け
る
人
30
人
）

　

②
維
持
管
理（
肥
料･
消
毒
）
の
経
費
が

掛
り
大
変
。（
福
祉
協
議
会
よ
り
６
万
円

補
助
有
り
そ
れ
も

使
い
切
っ
た
今
後
心
配
）

　

③
サ
ツ
キ
は
風
に
弱
い
、
台
風
が
時
々

来
る
の
で
不
向
き
？
、
花
を
育
て
る
に
は

知
識
が
必
要
。

■
窪
田
孝
司
氏（
伊
仙
町
区
長
）

　

①
花
い
っ
ぱ
い
運
動
維
持
に
は
、
役
割

分
担
が
重
要（
こ
こ
ま
で
は
私
達
が
責
任

を
持
っ
て
や
る
ん
だ
と
云
う
強
い
意
志
）。

■
西
繁
夫
氏（
天
城
町
区
長
）

　

①
土
作
り
、
花
作
り
、
人
作
り
が
順
序
。

い
い
花
が
咲
い
た
ら
人
は
喜
び
、
褒
め
、

楽
し
み
、
心
豊
に
な
り
ま
す
。

　

②
今
花
の
植
え
方
を
教
え
た
り
、
花
に

は
金
を
掛
け
な
い
。
挿
木
で
育
て
る（（
年

島
の
観
光･

物
産
関
連
の

取
組
に
つ
い
て

（
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
座
長
横
田

副
理
事
長
）

■
横
田
捷
宏
氏（｢

夢｣

振
副
理
事
長
・ ｢

夢｣

振
内 

徳
之
島
観
光
・
物
産
企
画
推

進
会
座
長
）

　

①
徳
之
島
3
町
の
皆
さ
ん
が
島
へ
の
誇

り
を
改
め
て
自
覚
し
て
一
致
協
力
し
て
取

組
む
。
闘
牛
の
祭
典
、
美
農
里
館
有
効
活

用
、
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
他
）

　

②
徳
之
島
独
自
の
物
産
の
物
、
目
玉
商

品
、
つ
ま
り
新
し
い
ブ
ラ
ン
ド
を
ど
う

作
っ
て
行
く
か
。（
例
マ
ン
ゴ
ー
の
ブ
ラ

ン
ド
化
、
豚
で
世
界
最
高
に
挑
戦
等
）。

　

③
日
本
だ
け
で
な
く
視
野
を
例
え
ば
台

湾
と
か
上
海
、
ア
ジ
ア
に
向
け
て
考
え
た

ら
ど
う
か
。（
台
湾
済
界
の
大
物
が
興
味

を
示
し
た
実
例
有
）。

■
松
元
英
雄
氏（
奄
美
群
島
観
光
物
産
協

会
統
括
リ
ー
ダ
ー
）

　

①
東
部
百
貨
店
で
の
奄
美
観
光
物
産
展

売
上
Ｈ
23
年
度
４
千
万
円
、Ｈ
24
年
度
５
・

７
千
万
円
と
着
実
に
伸
び
て
来
て
い
る
。

　

②
実
際
に
お
客
様
が
参
加
す
る
１
５
６

体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
提
供（
夜
光
貝
の
ア

ク
セ
サ
リ
ー
作
り
、
泥
染
め
、
機
織
、
等

等･･･
延
べ
１
５
０
０
人
参
加
有
））

■
勝
信
貴
氏（
伊
仙
町
観
光
協
会
長
）

間
約
５
～
６
千
本
）
ほ
と
ん
ど
地
域
に
あ

げ
る
。

■
下
野
彰
久
氏（
神
之
嶺
小
教
頭
）

　

昨
年
、
今
年
と
桜
の
苗
木
を
２
本
づ
つ

頂
き
植
樹
し
ま
し
た
が
い
ず
れ
も
潮
風
に

弱
い
の
か
台
風
で
枯
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

■
有
留
盛
昭
氏（
鹿
浦
小
教
頭
）

　

昨
年
、
今
年
と
ト
ッ
ク
リ
ワ
タ
ノ
キ
の

苗
木
を
２
本
づ
つ
頂
き
植
樹
し
ま
し
た
が

今
年
の
１
本
が
台
風
17
号
で
枯
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

②
成
人
式
に
１
回
子
供
達
が
集
ま
る
の

で
、
そ
の
時
順
調
に
大
き
く
な
っ
て
自
分

達
の
木
と
云
っ
て
楽
し
み
出
来
る
木
を
希

望
。

■
田
川
忠
良
氏（｢

夢｣

振
理
事
）

　

①
ト
ッ
ク
リ
ワ
タ
ノ
キ
は
秋
に
花
が
咲

く
が
ト
ゲ
が
有
る
の
で
学
校
に
は
不
向
き
。

　

②｢

夢｣

振
興
会
と
書
い
た
標
識
が
校

庭
の
隅
に
放
り
投
げ
ら
れ
て
る
所
も
見
受

け
ら
れ
る
温
度
差
有?

押
し
売
り
？　

感

じ
る
時
有
り
。

　

③
道
端
に
車
を
止
め
て
草
取
り
を
し
て

い
た
ら
警
察
に
違
反
切
符
を
切
ら
れ
た
実

例
有
り
。

■
副
島
博
氏（
徳
之
島
町
観
光
協
会
長
）

　

①
出
来
れ
ば
島
の
在
来
種
の
花
が
最
適

と
考
え
る
。（
島
の
野
辺
に
咲
い
て
い
る

サ
キ
シ
マ
フ
ヨ
ウ
、
ア
ダ
ン
等
）

　

①
島
に
千
枚
岩
が
あ
り
、
こ
れ
が
健
康
、

長
寿
、
心
の
癒
し
を
し
て
く
れ
る
。
こ
の

千
枚
岩
で
力
的
な
観
光
地
が
作
れ
る
と
考

え
て
い
る
。

■
副
島
博
氏（
徳
之
島
町
観
光
協
会
長
）

　

①
観
光
Ｐ
Ｒ
の
為
イ
ン
パ
ク
ト
の
強
い

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ス
３
つ
作
成（
観
光
・

物
・
産
ス
ポ
ー
ツ
関
連
で･･･ 

ど
こ
の

島
？　

こ
の
島
は
と
く
の
島
）

　

②
今
、
国
の
補
助
金
で
電
気
バ
ス
実
証

実
験
中
。
Ｈ
26
／
３
で
実
験
は
終
り
ま
す

が
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
残
し
て
エ
コ
の
島

でPR

し
た
い
。
③ 

物
産
関
連
で
は
島
に

豊
富
に
有
る

ヨ
モ
ギ（
繊
維
大
、
風
味
大
、
お
い
し
い
）

地
元
に
あ
る
食
材
で
Ｐ
Ｒ
し
て
観
光
に
繋

げ
た
い
。

■
重
田
勝
也
氏（
天
城
町
観
光
協
会
長
）

　

①
闘
牛
の
島
と
う
た
っ
て
い
る
が
来
て

も
闘
牛
開
催
な
し
、
長
寿
に
関
し
て
も
料

理
、
ア
イ
テ
ム
、
場
所
等
不
足
地
元
の
教

育
要
と
考
え
る
。

　

②
観
光
に
は
徳
之
島
の
風
土
、
文
化
、

地
域
性
、
結
の
精
神
の
伝

承
等
ス
ト
ー
リ
ー
性
を
持
っ
た
観
光
の
流

れ
が
重
要
。

　

③
特
産
品
は
非
日
常
的
、
物
産
は
日
常

的
、
日
常
的
に
な
ら
な
い
と
経
済
効
果
は

生
ま
れ
な
い
。
先
輩
Ｏ
Ｂ
の
協
力
を
得
な

が
ら
外
に
徳
之
島
発
信
要
。


